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島根県の概況

出雲大社

松江城

ローソク島

8市10町1村（うち中核市：松江市）
  面積6,708.24㎢
推計人口 計649,235人（R5.10.1現在）
高齢化率 35.0%（R5.10.1現在）

匹見狭出典：しまね統計情報データベース



島根県における肝炎対策の全体像（島根県肝炎対策推進基本指針より）

感染したことの自覚のない感染者や精密検査・治療を行わな
い陽性者が多数いるため

「早期発見・早期治療」が重要な課題

肝炎を取りまく重要な課題
〇 我が国の肝炎ウイルスの持続感染者

Ｂ型が110万～120万人、Ｃ型が90万～130万人
〇 肝がん発生原因の約70％が肝炎ウイルス感染
〇 令和２年肝がん死亡率（粗死亡率・人口10万人対）

島根県 全国第１位（75歳未満年齢調整死亡率は、
全国平均よりも高い）

現 況

⚫肝炎ウイルス検査等の推進

⚫肝 炎 医 療 の 推 進

⚫正 し い 知 識 の 普 及

⚫情報提供・相談支援の充実

◆指針策定の趣旨

肝炎ウイルス検査から精密検査を受診し、さらに治療へとつなげる取組を推進する

予防のための施策

検査体制の充実

医療提供体制の確保

普及啓発・人権尊重

その他の施策

⚫ 相談窓口の周知
⚫ 肝臓週間での集中した啓発活動
⚫ 若年層への啓発

⚫ 精密検査の受診勧奨
⚫ 肝炎医療コーディネーターの育成及び活躍の推進
⚫ 拠点病院による治療等に関する研修の実施
⚫ 医療費助成制度・精密検査助成制度の普及啓発

⚫ 肝炎ウイルス検査の周知徹底
⚫ 職域で検査できる体制づくり
⚫ 肝炎医療コーディネーターによる受検及び受診勧奨
⚫ 拠点病院による肝炎ウイルス検査等に関する研修の実施

⚫ 県民、特に働く人々（職域）での啓発
⚫ 肝炎ウイルス検査実施医療機関での肝炎予防の啓発
⚫ 感染リスクの高い県民に対し、Ｂ型肝炎ワクチン接種を推奨

⚫ 肝疾患相談センタ－・保健所での相談窓口の周知
⚫ 肝臓機能障害に関する身体障害者手帳の普及啓発
⚫ 肝炎に関する調査・分析

指針の柱

島根県肝炎対策推進基本指針（概要版）
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島根県の肝炎対策における目標値と進捗状況
（令和5年度末現在）

評価期間 ：令和４（2022）年度 から 令和８（2026）年度末まで

(1)５年間の肝炎ウイルス受検者を21,000人以上とする

(2)要精検者の精密検査実施医療機関受検率を向上させる

(3)肝がん年齢調整死亡率（人口10万人対）を低減させる
評価指標 肝がん年齢調整死亡率

男性： 36.3を31.2（14%減）以下に
女性： 12.5を11.0（12%減）以下に

⇒  6,256名

⇒  100％

島根県男性 33.3 （8.3％減）

島根県女性 10.2 （18.4％減）
⇒
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島根県の肝炎対策に係る連携体制

行政

患者

かかりつけ医

肝疾患診療連携拠点病院
（島根大学医学部附属病院）

・肝炎専門医療機関
・肝炎ウイルス検査委託医療機関

情
報
共
有
・
研
修
会

等
合
同
開
催

検
査
委
託
・
情
報
共
有

紹介・返事

研修

研修

医療費助成フォローアップ

診療・受診診療・受診 講演会
相談支援

紹介・返事

紹介・返事
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⚫肝 炎 ウ イ ル ス 検 査 等 の 推 進

⚫肝 炎 医 療 の 推 進

⚫正 し い 知 識 の 普 及

⚫情 報 提 供 ・ 相 談 支 援 の 充 実

予防のための施策

検査体制の充実

医療提供体制の確保

普及啓発・人権尊重

その他の施策

⚫ 相談窓口の周知
⚫ 肝臓週間での集中した啓発活動
⚫ 若年層への啓発

⚫ 精密検査の受診勧奨

⚫肝炎医療コーディネーターの育成及び活躍の推進
⚫ 拠点病院による治療等に関する研修の実施
⚫ 医療費助成制度・精密検査助成制度の普及啓発

⚫ 肝炎ウイルス検査の周知徹底
⚫ 職域で検査できる体制づくり
⚫ 肝炎医療コーディネーターによる受検及び受診勧奨
⚫ 拠点病院による肝炎ウイルス検査等に関する研修の実施

⚫ 県民、特に働く人々（職域）での啓発
⚫ 肝炎ウイルス検査実施医療機関での肝炎予防の啓発
⚫ 感染リスクの高い県民に対し、Ｂ型肝炎ワクチン接種を推奨

⚫ 肝疾患相談センタ－・保健所での相談窓口の周知
⚫ 肝臓機能障害に関する身体障害者手帳の普及啓発
⚫ 肝炎に関する調査・分析

本日の内容

6



島根県肝炎医療コーディネーター
■目的

県民への肝炎医療に関する普及啓発、肝炎患者や肝炎ウイルス検査陽性者等へ適切な肝炎医

療や情報提供等の支援をし、島根県の肝炎対策を一層推進すること

■対象
一 医師、歯科医師、薬剤師、看護師、医療事務等の保健医療関係者
二 保健所又は市町村の肝炎対策担当者
三 民間企業、医療保険者等職域の健康管理担当者
四 教育機関に勤務する者（教員、養護教諭、事務職員等）
五 肝炎患者若しくはその家族、その他肝炎の予防及び肝炎患者の支援の推進に意欲を有する者

（患者会会員、福祉関係者等）

平成27年度 養成研修開始
   平成29年度 「島根県肝炎医療コーディネーターの養成及び活用に関する要綱」策定

■認定
県が実施する養成研修を受講した者
（継続研修を3年連続未受講の場合は登録取消）

■登録者数
   286名 （令和６年4月1日時点） 7



肝炎医療コーディネーター数の推移

肝炎医療コーディネーターの名簿を拠点
病院と共有

⇒肝臓病教室や研修会の案内を拠点病院
からメールでコーディネーターへ送付

【登録職種】

医師、看護師、臨床検査技師、薬剤師

MSW、医療事務、管理栄養士、社会福

祉士、事務職、養護教諭など
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登録者数は徐々に増加している 8
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○普及啓発
・肝炎の検査や治療に関する普及啓発
・肝臓週間にかかるキャンペーン参加   
・肝炎患者等を支援するための制度や窓口の案内

○個別相談、受検・受診勧奨
・肝炎ウイルス検査受検状況の確認
・肝炎ウイルス検査未受検者への受検勧奨
・肝炎の検査や治療に関する情報提供、相談助言
・肝炎患者等への受診勧奨

○肝炎ウイルス検査受検証明カードの配布

肝炎医療コーディネーターの取り組み

島根県肝炎医療コーディネーター養成・継続研修にて活動を共有



肝炎ウイルス検査委託医療機関への委託料

肝炎医療コーディネーター配置医療機関にインセンティブを付与する

（H31年度～）

検査種別

単価

島根県肝炎医療コーディネー

ターの配置のある検査実施医

療機関

島根県肝炎医療コーディネー

ターの配置のない検査実施医

療機関

基本型 核酸増幅検査が不要な場合 ８，３２０円 ５，９６０円

(Ｂ型＋Ｃ型) 核酸増幅検査を実施した場合 １３，９４０円 １０，０８０円

Ｃ型のみ
核酸増幅検査が不要な場合 ７，４４０円 ５，０８０円

核酸増幅検査を実施した場合 １３，０６０円 ９，２００円

Ｂ型のみ ７，３００円 ４，９４０円

（参考：R6年度委託料）
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肝炎ウイルス検査委託医療機関数と肝炎医療コーディネーター
配置率の推移
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委託医療機関における肝炎医療コーディネーター配置率は徐々に増加しているが、
まだ低い状況にある
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肝炎ウイルス検査委託医療機関における検査件数と
検査数における肝炎医療コーディネーター配置機関が占める割合
（件）

新型コロナによる影響もあり、R1～R4年度は検査数に伸び悩み
検査数における肝炎医療コーディネーター配置機関が占める割合は増加している
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肝炎ウイルス検査委託医療機関へのアンケート実施
（拠点病院）

○全ての委託医療機関へアンケートを実施（R4年度に２回実施）

・肝炎医療コーディネーター配置により委託料の単価が上がることを知っていた機関

      １回目 39％ （実施機関数：302機関 回答機関数：173機関）

２回目 56％ （実施機関数：300機関 回答機関数：138機関）

→引き続き制度の周知や受検促進の取り組みを推進していく必要がある。

・肝炎対策協議会にて情報共有し、取組の参考としている
・アンケート実施が委託医療機関側へ制度等の周知や意識づけとなっている



今後の取り組み

• 肝炎ウイルス検査委託医療機関への、肝炎医療コーディネー
ター配置率上昇に向けた働きかけの継続

• 肝炎医療コーディネーター活動共有のため、肝炎医療コーディ
ネーター養成・継続研修にて活動報告

• 各種研修会や県ホームページ等を通じ、肝炎医療コーディネー
ターの活動を県民へ周知
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ご清聴ありがとうございました
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